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NPO法人安土城再建を夢見る会   

平成 31年 1月 27日 

京都新聞（元旦）に三日月知事と当会尾﨑理事長の記事が掲載されました！ 

 
  
新年早々朗報です。「『麒麟（きりん）がくる』で戦国時代や信長にスポットが当たる。安土城

を広める機会としたい」。三日月大造知事は４日記者会見で、戦国武将、明智光秀を主人公とする

来年の NHK大河ドラマ「麒麟がくる」を引き合いに復元を検討する意図を明かした。⇒毎日新聞 

昨年１０月１４日に「安土城再建から日本を元気にしよう！」をテーマに当会シンポジウムを

開催し、三日月知事が「夢のある安土城復元プロジェクトを本格的に進めることにした。その為

に、当ＮＰＯや地元、国や市、世界イエズス会など皆様の力と知恵を集めてほしい！」と復元へ

の熱い想いを語られました。滋賀県教育員会の仲川主幹からは「法律の改定により、文化財の管

理団体が市となるので近江八幡市が主体となってやってください。協力する団体（ＮＰＯ含む）

は市が指定でき、その団体には国から補助金もでる。」とのことでした。これを受けて近江八幡小

西理市長は文化財担当と具体化に向けて、すぐに動き出しています。当会は今年度、東京、名古

屋、近江八幡での出版記念シンポジウムやココしがでのＰＲ活動を計画し市や県との連携も強化

していきます。この機会に入会及び寄付などいただければ、当会活動の大きな弾みになります。  

是非、皆様の支援、応援、励ましなど宜しくお願いいたします。みなさんと共に安土山図屏風か
ら欧州へ伝わった「信長の楽園（平安楽土）」の世界を再びこの地で再現していきましょう！ 


